
適正な維持管理の実施 

昭和４０年から全国に先駆けて流域下水道事業に着手。幹線管渠の整備と合わせ、４０台もの雨水排水
ポンプを整備。 

浸水対策の実施により、流域の浸水被害は大幅に軽減 

モノづくりの街を守る下水道！！！ 
                                 寝屋川流域下水道  

河川事業と連携した浸水対策のレベルアップ 

雨水排水ポンプを設置をするだけでなく、いざという時に
適正に運転できるよう、定期的にメンテナンスをすること
で設備を健全な状態に保つことが重要です。 

更なる雨水対策のレベルアップをするため、既設幹線の
能力不足を補い増補幹線の整備を河川事業と連携して
進めています。 

雨水排水ポンプ能力の推移 

地下河川との接続工事 
（寝屋川北部 稗島立坑） 

寝屋川流域の浸水被害の状況 


